
〈写真・菊地信夫〉

　社会福祉法人若竹大寿会で介護食の調理法の研究を任されているのは馬場幹男さん
（６８歳）。長年、旅館やホテルの調理師を経験し、１１年前に知人から特別養護老人ホー
ムの調理師として働かないかと声がかかり福祉業界へと転身した。
　「自分が作った料理が残り、単純に悔しい気持ちになった」と転職した当時を振り返
る。なぜ残るのか、原因を理解するために食事の時に顔を出して、利用者からの声を聞
くことに努めた。嚥下障害により食事がうまく食べられない利用者に食べてもらえる
ために、調理方法の試行錯誤を繰り返した結果、ＢＢパウダー（酵素）の開発に至った。
このパウダーの使用で食材が軟らかくなり、ゼリー食、ミキサー食、きざみ食などの従
来の食事形態を大きく変えることに成功した。普通の食事と変わらない見た目と味付
けは、利用者からとても好評で、馬場さん自身も嬉しさが込み上げた。「一度足を踏み
入れたらやめられなくなった」とやりがいを感じている。
　利用者一人ひとりに合わせた美味しい食事を提供するには、調理師一人の力では無理
という。介護職、管理栄養士、調理師などがチームを組み、考えていく必要があると他
の専門職へメッセージを投げかける。馬場さんからの弛みない研究からは「料理は美味
しく食べてもらうために作る」という信念が伝わる。

料理は美味しく食べてもらうために作る
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特集
　

最
近
、
地
域
社
会
の
変
化
に
よ
り
住
民
の
様
々
な
生
活
課
題
が
顕
在
化
・
深
刻
化
す
る
中
で
、
身
近
な
地
域
で
の
住
民
相

互
の
ふ
れ
あ
い
や
支
え
合
い
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
住
民
や
民
生
委
員
児
童
委
員
、
社
協
、
社
会
福
祉
施
設
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
様
々
な
主
体
の
協
働
に
よ
る
、
地

域
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
新
た
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

め
ぐ
る
動
き

　

近
年
、
少
子
高
齢
社
会
の
進
行
と
と

も
に
、
家
族
機
能
の
低
下
や
近
隣
関
係

の
希
薄
化
が
一
層
進
ん
で
い
ま
す
。
こ

う
し
た
中
、
昨
年
三
月
、
厚
生
労
働
省

社
会
・
援
護
局
か
ら
「
こ
れ
か
ら
の
地

域
福
祉
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会
」

報
告
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
の
中
で
、
最
近
の
事
例
と

し
て
、
例
え
ば
、
高
齢
者
や
在
住
外
国

人
な
ど
の
ゴ
ミ
出
し
や
電
球
の
交
換
、

要
介
護
者
で
あ
る
親
が
精
神
障
害
の
あ

る
息
子
を
抱
え
て
い
る
複
合
的
な
ケ
ー

ス
を
は
じ
め
、
ホ
ー
ム
レ
ス
や
在
住
外

国
人
等
社
会
的
に
排
除
さ
れ
や
す
い

人
々
な
ど
へ
の
新
た
な
支
え
合
い
に
よ

る
支
援
と
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
（
以
下
、「
Ｃ
ｏ
」）
の
重
要
性
が
指
摘

さ
れ
、
昨
年
度
か
ら
新
た
な
国
庫
補
助

に
よ
る
施
策
も
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
県
で
は
、
平
成
十
四
年
の
神
奈
川

県
社
会
福
祉
審
議
会
答
申
で
い
ち
早
く

Ｃ
ｏ
の
重
要
性
を
掲
げ
、
こ
れ
ま
で
、
県

を
中
心
に
Ｃ
ｏ
の
啓
発
・
普
及
や
育
成
等

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

県
で
は
、
Ｃ
ｏ
に
期
待
さ
れ
る
資
質
・

役
割
と
し
て
（
一
）
地
域
に
根
ざ
し
た

生
活
感
覚
を
持
ち
、
地
域
の
実
情
を
よ

く
知
っ
て
い
る
。（
二
）
ニ
ー
ズ
、
地
域

の
生
活
課
題
を
受
け
止
め
ら
れ
る
。

（
三
）
地
域
資
源
（
情
報
、
人
、
場
所
）

を
掘
り
起
こ
す
力
が
あ
る
。（
四
）発
想

力
を
持
っ
て
、
地
域
資
源
・
議
論
を
つ

な
ぎ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
。（
五
）住
民
同
士
の
合
意
形
成

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ど
を
ポ
イ

ン
ト
に
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
本
県
で
は
、
専
門
職
や
民
生

委
員
児
童
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
、
様
々
な
Ｃ
ｏ
に
よ
る
新
た

な
支
え
合
い
の
取
り
組
み
が
各
地
で
芽

生
え
て
い
ま
す
。

機
を
逃
さ
ず
、
気
負
わ
ず

　

川
崎
区
の
「
共
育
ひ
ろ
ば
」
は
、�
誰

で
も
一
緒
に
育
ち
合
い
�
を
モ
ッ
ト
ー

に
民
家
を
利
用
し
、
高
齢
・
障
害
者
サ

ロ
ン
や
学
童
保
育
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
高
齢
者
は
お
し
ゃ
べ
り
や
食
事
を

楽
し
み
、
小
学
生
は
宿
題
や
遊
び
を
し

な
が
ら
放
課
後
を
過
ご
し
、
お
互
い
の

入
り
口
も
計
算
し
、
自
然
に
声
か
け
や

ふ
れ
あ
い
が
で
き
、
ま
た
地
域
に
戻
っ

て
も
挨
拶
等
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮
を

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
共
育
ひ
ろ
ば
」
は
地
域
福
祉

施
設
の
元
職
員
・
牧
岡
英
夫
さ
ん
が
、

こ
れ
ま
で
の
住
民
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

と
社
会
的
孤
立
の
進
行
な
ど
地
域
の
生

活
課
題
へ
の
気
づ
き
か
ら
協
力
者
と
と

も
に
始
め
た
も
の
で
、
専
門
職
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
カ
ー（
地
域
援
助
者
）

と
し
て
の
経
験
や
人
脈
を
活
か
し
活
動

求められる福祉コミュニティづくり

～地域福祉コーディネーターの取り組みより～
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し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
児
童
相
談
所
な

ど
と
の
連
絡
を
日
頃
か
ら
密
に
し
、
時

に
行
政
等
か
ら
「
制
度
で
は
救
え
な
い

方
の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
」
と
の
依

頼

を

受

け
、「
共

育

ひ

ろ

ば
」
が
困

り
ご
と
を

抱

え

る

人
々
の
拠

り
所
と
な

っ
て
い
ま

す
。
ま

た
、
誰
に
も
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
ず
、
高
額
な
引
越
し
費
用
の
支
払
い

に
苦
し
む
高
齢
者
の
姿
を
見
た
牧
岡
さ

ん
は
、
こ
の
機
を
逃
さ
ず
、
自
治
会
に

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
に
協
力
し
て
も
ら

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
化
の
必
要
性
を

訴
え
、
実
現
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

牧
岡
さ
ん
ご
自
身
は
「
タ
イ
ミ
ン
グ

を
見
て
、
地
域
住
民
と
の
合
意
形
成
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
必
要
」
と
話
さ
れ
、

気
負
わ
ず
、
周
り
の
人
々
の
協
力
を
得

な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

活
路
は
熱
意
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

三
浦
う
し
お
作
業
所
の
岩
崎
諭
史
さ

ん
は
、
若
者
が
地
域
を
離
れ
て
い
く
中

で
、
地
域
作
業
所
を
通
じ
「
精
神
障
害

者
と
三
浦
を
何
と
か
元
気
に
し
た
い
」

と
い
う
思
い
か
ら
、
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
に
障
害
者
自
立
支
援
法

が
施
行
さ
れ
、
障
害
者
の
一
般
就
労
に

向
け
て
の
取
り
組
み
強
化
、
作
業
所
の

変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
岩
崎

さ
ん
の
所
長
就
任
と
な
り
ま
し
た
。
先

ず
最
初
に
、
作
業
所
を
よ
り
人
が
集
ま

る
住
宅
地
に
移
転
さ
せ
よ
う
と
、
三
浦

海
岸
駅
近
く
の
明
る
い
雰
囲
気
の
中
古

店
舗
が
借
り
ら
れ
る
よ
う
大
家
さ
ん
に

協
力
を
求
め
、
近
隣
の
人
々
か
ら
も
理

解
を
得
る
た
め
、
大
家
さ
ん
に
は
挨
拶

ま
わ
り
に
同
行
し
て
も
ら
い
移
転
が
実

現
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
精
神
障
害
者
の
社
会
参
加

に
向
け
、
地
域
の
人
々
の
理
解
を
深
め

る
た
め
、
新
た
に
革
細
工
講
習
会
等
で

住
民
と
交
流
し
た
り
、
自
治
会
行
事
等

に
も
で
き
る
だ
け
参
加
す
る
な
ど
、
み

ん
な
で
地
域
に
溶
け
込
む
よ
う
努
め
ま

し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
岩
崎
さ
ん
は
、
三
浦

に
は
住
民
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
サ
ロ

ン
が
少
な
い
現
状
に
気
づ
き
、
色
々
な

関
係
者
と
協
議
し
、「
喫
茶
事
業
と
市

民
活
動
の
拠
点
・
交
流
の
場
づ
く
り
」

＝
多
機
能
型
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ「
Ｃ
ａ

ｆ
ｅ　

Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ　

Ｓ
ｅ
ａ
ｓ
」
の
オ
ー
プ
ン

に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
ま
た
、
海
産
物

を
扱
う
事
業
者
の
協
力
に
よ
り
目
玉
商

品
を
開
発
し
評
判
は
好
評
、
精
神
障
害

者
も
カ
フ
ェ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
勤
務

し
、
経
営
も
軌
道
に
乗
り
始
め
て
い
ま

す
が
、
今
後

は
、
地
域
の

活
性
化
に
向

け
、
住
民
対

象
の
生
活
相

談
や
サ
ロ

ン
、
研
修
会

等
に
も
力
を

入
れ
て
い
き

た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

Ｃｏ
活
動
の
定
着
に
向
け
て

　

こ
の
二
つ
の
取
り
組
み
は
、
い
ず
れ

も
、
身
近
な
地
域
で
の
住
民
相
互
の
ふ

れ
あ
い
、
見
守
り
、
支
え
合
い
を
ベ
ー

ス
に
、
幅
広
い
関
係
者
と
の
積
極
的
な

協
働
に
よ
る
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
を
展
開
し
て
い
て
、
様
々
な
生
活
課

題
に
対
応
し
う
る
可
能
性
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。

　

最
近
、
Ｃ
ｏ
か
ら
、
地
域
で
「
ど
う
い

う
活
動
が
あ
る
の
か
分
か
ら
な
い
」「
ど

う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
た
ら
よ
い

の
か
分
か
ら
な
い
」
な
ど
の
声
が
あ
が

っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の

Ｃ
ｏ
の
取
り
組
み
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

さ
せ
、
Ｃ
ｏ
が
地
域
で
活
動
し
、
定
着
で

き
る
よ
う
支
え
て
い
く
、
新
た
な
展
開

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
、
本
会
で
は
、
今
年
度

県
か
ら
地
域
福
祉
基
盤
整
備
事
業
を
受

託
し
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
配
置

し
、
専
用
電
話
相
談
や
派
遣
相
談
に
よ

る
Ｃ
ｏ
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

Ｃ
ｏ
が
身
近
な
地
域
で
、
幅
広
い
関

係
者
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
様
々

な
問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
く
…
。

今
、
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
向

け
協
働
し
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。　

（
市
町
村
社
協
支
援
担
当
）

共育ひろばのサロンの様子

三浦うしお作業所／Cafe Blue Seas の外観
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NEWS　
　＆

　　　TOPICS
◆
第
８
回
か
な
が
わ
シ
ニ
ア
美
術
展

部
門
＝
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
・
工
芸
、

書
、
写
真
の
５
部
門

会
期
＝
平
成　

年
８
月　

日
（
木
）
〜

２１

２７

　

日
（
日
）　

３０会
場
＝
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル

応
募
資
格
＝
県
内
在
住
で
昭
和　

年
４

２６

月
１
日
以
前
生
ま
れ
で
ア
マ
チ
ュ
ア
の

方応
募
方
法
・
期
限
＝
応
募
用
紙
に
記
入

の
上
事
務
局
宛
に
送
付
。
※
８
月
１
日

（
土
）
必
着

出
品
作
品
＝　

歳
に
達
し
て
か
ら
、
又

６０

は
３
年
以
内
に
作
成
し
た
未
発
表
の
も

の
。
応
募
点
数
は
部
門
を
問
わ
ず
一
人

一
点
。

出
品
料
＝
５
０
０
円

◆
第
５
回
か
な
が
わ
シ
ニ
ア
短
歌
大
会

応
募
区
分
＝
①
シ
ニ
ア
の
部
（
県
内
在

住
の
方
で
、
昭
和　

年
４
月
１
日
以
前

２５

に
生
ま
れ
た
方
）
②
中
高
生
の
部
（
県

内
に
在
住
も
し
く
は
在
学
し
て
い
る
中

・
高
生
）
③
一
般
の
部
（
①
、
②
を
除

く
、
県
内
に
在
住
も
し
く
は
在
勤
、
在

学
し
て
い
る
方
）

内
容
＝
一
人
二
首
以
内
と
し
、
未
発
表

作
品
に
限
る
。
テ
ー
マ
は
自
由
。

応
募
方
法
・
期
限
＝
応
募
用
紙
に
記
入

の
上
、
事
務
局
宛
に
送
付
。
締
切
り
は

平
成　

年
９
月　

日（
木
）。
※
当
日
消

２１

１０

印
有
効

◆
問
合
せ
・
申
込
先
＝
本
会
か
な
が
わ

シ
ニ
ア
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー

�　

－

　

－

１
１
２
１（
内
線
３
２
４
２
）

０４５

３１２

各
応
募
用
紙
は
次
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
。

U
R
L
:h
ttp
://w

w
w
.n
en
rin
.or.jp

/k
a

nagaw
a/
　

平
成　

年
度
の
税
制
改
革
に
よ
る
地

２０

方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
個
人
住

民
税
の
寄
附
金
税
制
が
拡
充
さ
れ
、
所

得
税
の
寄
附
金
控
除
の
適
用
対
象
と
な

る
寄
附
金
の
う
ち
住
民
の
福
祉
の
増
進

に
寄
与
す
る
寄
附
金
と
し
て
都
道
府
県

又
は
市
区
町
村
が
条
例
で
定
め
る
も
の

が
、
新
た
に
個
人
住
民
税
の
寄
附
金
控

除
の
適
用
対
象
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
で
は
、
神
奈
川
県
県
税
条
例
に

お
い
て
、
個
人
県
民
税
の
寄
附
金
税
額

控
除
の
対
象
と
な
る
寄
附
金
の
範
囲
を

定
め
、
個
人
県
民
税（
所
得
割
）
の
納
税

義
務
者
の
方
が
平
成　

年
１
月
１
日
以

２１

降
に
支
出
し
た
寄
附
金
に
つ
い
て
、
寄

附
金
税
額
控
除
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
本
県
に
お
け
る
個
人
県
民
税

の
寄
附
金
税
額
控
除
は
、
寄
附
金
を
受

領
す
る
法
人
か
ら
の
申
出
に
基
づ
き
、

個
別
に
知
事
の
指
定
を
受
け
た
寄
附
金

に
限
っ
て
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
次
の

控
除
対
象
寄
附
金
の
要
件
を
満
た
す
寄

附
金
を
受
領
す
る
法
人
の
皆
様
は
、
寄

附
金
の
申
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

◆
控
除
対
象
寄
附
金
の
範
囲
◆

　

所
得
税
の
寄
附
金
控
除
の
適
用
対
象

と
な
る
寄
附
金
（
国
に
対
す
る
寄
附
金

及
び
政
党
等
に
対
す
る
政
治
活
動
に
関

す
る
寄
附
金
を
除
き
ま
す
。）
の
う
ち
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
寄
附
金
。

①
県
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有
す

る
者
に
対
す
る
寄
附
金
で
あ
っ
て
、
そ

の
目
的
が
県
民
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与

す
る
も
の
。

②
県
内
に
お
い
て
業
務
（
主
た
る
目
的

で
あ
る
業
務
に
限
り
ま
す
。）を
行
っ
て

い
る
者
に
対
す
る
寄
附
金
で
あ
っ
て
、

そ
の
目
的
が
県
民
の
福
祉
の
増
進
に
寄

与
す
る
も
の
。

③
寄
附
金
を
信
託
財
産
と
す
る
特
定
公

益
信
託
の
目
的
が
県
民
の
福
祉
の
増
進

に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
の
当
該

寄
附
金
。

※
県
外
施
設
の
建
設
費
用
等
に
充
て
ら

れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
寄
附
金

は
、
県
民
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る

も
の
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

◆
問
合
せ
＝
神
奈
川
県
政
策
部
税
務
課

�　

－

　

－

２
３
２
１

０４５

２１０

◆
申
出
書
提
出
先
＝
各
県
税
事
務
所

　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
外
部
評
価
事

業
（
以
下
「
外
部
評
価
」）
と
し
て
、

本
年
三
月
に
訪
問
調
査
を
実
施
し
た
十

事
業
所
の
評
価
結
果
を
公
表
し
ま
し
た

（
表
）。（

企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

平成２０年度地域密着型サービス外部評価受審事業所
所 在 地事 業 所 名No.

横浜市中区グループホーム　本牧つばき園１
横浜市金沢区小規模多機能型ハウス　ふくふく２
横浜市港北区スマイル住まいる新横浜３
横浜市泉区サリューブル　いずみ４
藤沢市いこいの郷　花梨５
茅ケ崎市らいふ松林６
相模原市グループホームすみれ７
相模原市グループホームひばり８
相模原市グループホームひびき９
二宮町もとまちの家１０

※No．２、５、６、１０の事業所は、小規模多機能型居宅介護です。その他
は、認知症高齢者グループホームです。

　本会ホームページ（www.knsyk.jp)、WAM-NET(www.wam.go.jp）等
で公表しています。

か
な
が
わ
シ
ニ
ア
美
術
展
・
短

歌
大
会
作
品
募
集　
!!

個
人
県
民
税
の
寄
附
金
税
額
控
除

の
案
内
〜
控
除
対
象
寄
附
金
の
申

出
を
受
け
付
け
ま
す
！

外
部
評
価
の
結
果
を
公
表
し
ま
し
た
！
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福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉人人人人人人人人人人材材材材材材材材材材確確確確確確確確確確保保保保保保保保保保定定定定定定定定定定着着着着着着着着着着・・・・・・・・・・最最最最最最最最最最前前前前前前前前前前線線線線線線線線線線福祉人材確保定着・最前線

福
祉
の
職
場
へ
の
第
一
歩
に
期
待

〜
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
資
格
〜

　

昨
年
秋
ご
ろ
か
ら
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
資
格
取
得
講
座
の
開
催
状
況
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
急
増
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
傾
向
は
本
会
だ
け
で
な

く
、
各
福
祉
団
体
・
機
関
で
一
様
の
傾

向
の
よ
う
で
す
。

負
担
感
が
少
な
い
こ
と
が
魅
力

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
資
格
は
、
地

域
で
暮
ら
す
高
齢
者
・
障
害
者
を
支
援

す
る
在
宅
訪
問
介
護
で
の
活
動
の
み
な

ら
ず
、
高
齢
者
・
障
害
者
施
設
で
従
事

す
る
な
ど
福
祉
・
介
護
の
現
場
を
支
え

る
資
格
の
一
つ
で
す
。

　

資
格
取
得
講
座
の
受
講
者
は
、
高
校

生
か
ら
中
高
年
層
ま
で
幅
広
く
、
受
講

目
的
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
講
座
は
県

内
各
地
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
開
催
時

間
も
夜
間
で
あ
っ
た
り
、
土
日
の
開
催

で
あ
っ
た
り
と
、
多
様
に
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

通
信
教
育
併
用
の
場
合
は
、
８
日
間

の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
食
事
介
助
、
車
イ

ス
の
介
助
な
ど
基
本
的
な
介
護
技
術
学

習
）
と
５
日
間
の
実
習
（
地
域
包
括
支

第２回

援
セ
ン
タ
ー
等
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
と
同
行
訪
問
）
で
短
期
間
に
資
格
が

取
れ
る
な
ど
受
講
者
に
負
担
感
が
少
な

い
こ
と
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　

講
座
に
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
は
幅
広

く
系
統
立
て
て
学
ぶ
内
容
と
な
っ
て
お

り
、
福
祉
・
介
護
の
分
野
に
未
経
験
の

方
で
も
、
比
較
的
学
習
し
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

福
祉
・
介
護
の
分
野
に
未
経
験
だ
っ

た
受
講
者
か
ら
は
、「
技
術
だ
け
で
は

な
く
、
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
必
要
性
を
徹
底
的
に
学
べ

有
意
義
で
し
た
」「
介
護
技
術
も
大
切
で

は
あ
る
が
、
い
か
に
利
用
者
の
方
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
か
が
大
切

な
仕
事
で
あ
る
か
を
学
び
ま
し
た
」
と

い
う
声
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。　

資
格
が
見
直
さ
れ
存
続
に

　

こ
れ
ま
で
、
一
連
の
社
会
福
祉
基
礎

構
造
改
革
の
流
れ
の
中
で
、
介
護
に
か

か
わ
る
職
員
は
介
護
福
祉
士
資
格
取
得

者
が
望
ま
し
い
と
い
う
政
策
的
な
流
れ

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
介
護
現
場

で
は
圧
倒
的
な
人
材
不
足
か
ら
介
護
福

祉
士
資
格
取
得
者
だ
け
で
介
護
職
の
確

保
が
で
き
ず
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
資
格

取
得
者
の
雇
用
を
施
設
運
営
の
中
に
盛

り
込
み
、
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
状
況
か
ら
、
厚
生
労
働
省
で
は

当
分
の
間
と
し
な
が
ら
も
介
護
福
祉
士

資
格
を
取
得
す
る
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
の
資
格
の
存
続

を
表
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　

講
座
開
催
状
況
を
収
集
・
公
開

　

介
護
人
材
の
慢
性
的
な
人
手
不
足
の

打
開
策
の
一
つ
と
し
て
、
横
浜
市
や
川

崎
市
社
協
で
は
、
一
定
の
条
件
の
中
で

就
労
し
た
人
を
対
象
に
助
成
制
度
を
始

め
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級

資
格
を
福
祉
・
介
護
に
お
け
る
入
門
的

な
資
格
と
位
置
付
け
、
横
浜
市
社
協
、

川
崎
市
社
協
と
協
働
に
よ
り
、
県
内
で

開
催
さ
れ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
講

座
の
開
催
状
況
に
つ
い
て
情
報
収
集

し
、
専
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
講

座
開
催
状
況
に
つ
い
て
は

　

http://w
w
w
.knsyk.jp/hh.htm

l

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（
福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
担
当
）

一般家庭から大型ビルまで�
最新のエレクトロ技術によ�
り安心と安全を提供します。

京浜警備保障株式会社�

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内�
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎 �代表取締役社長�
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物群を中心としたショッピングセンターとなっ

ており、海老名中央公園を取り囲むように各館

が立ち並んでいます。ＴＯＨＯシネマズ海老名

（映画館）やデパートのマルイをはじめ、お洒落

な雑貨屋や洋服屋、レストランやカフェ、クリ

ニックや様々なサービス店舗が数多くありま

す。

　各館は独立した建物ですが、駅直結の２階自

由通路がビナウォーク各館を結ぶように延びて

いるため、全体として一体感のあるつくりにな

っています。エレベーターや車いす対応トイレ

は各所に整備されているため、ほとんど困るこ

とがないのがこうした大型の複合ショッピング

センターの安心で便利な点です。随時開催され

ているイベント情報や各ショップニュース、また

店舗で利用できるクーポンなど、ホームページ

をチェックしてみては。

　海老名駅東口に広がる複合ショッピングセンター
「ビナウォーク」は、今年の4月19日に7周年を迎え
ました。整備事業によって進化を続ける海老名駅
は、3月末に相鉄線改札階に止まるエレベーターが
利用開始となりました。横浜方面から海老名へ、安
心して行き来できる便利な駅となりました。

相鉄線の海老名駅がバリアフリーに

　海老名駅は、小田急線、相鉄線、ＪＲ相模線

の３線が乗り入れ、県央地区の玄関口となって

いる主要駅です。海老名市・小田急電鉄株式会

社・相模鉄道株式会社が一体となって行ってき

た海老名駅自由通路整備事業（平成２２年８月竣

工予定）が着々と進む中、この３月２９日、相鉄

線の改札階に止まるエレベーター利用が開始さ

れました。小田急線改札階と同線ホームへのア

クセスは上記事業により既にバリアフリー化さ

れておりましたが、この小田急線と相鉄線の連

絡箇所には階段のみ、また地上階から相鉄線に

乗る際には階段とエスカレーターしかなかった

ため、これまでは車いす利用者が相鉄線を利用

するにはインターホンを押して駅係員を呼んだ

りしなければなりませんでした。

　このエレベーター設置により便利になったの

が「ビナウォーク」です。

相鉄線（相模鉄道）で行く
ビナウォーク（海老名駅前） 　通称ＫＩＬＣ（キルク）。１９９７年４月設立。障害者の自立生

活を目指してピアカウンセリング（障害者による相談事業）
や各種情報提供、障害者施策の研究・提言など障害当事者の
目線で共生社会の実現を目指した活動を展開。現在、厚木・
平塚２ヶ所を拠点に活動中。
〈連絡先〉〔法人本部〕厚木市愛甲９５３－２
　　　　  ＴＥＬ．０４６－２４７－７５０３　ＦＡＸ．０４６－２４７－７５０８
　　　　   URL）http://www.kilc.org　 E-mail）info@kilc.org

今月は　�　ＮＰＯ法人神奈川県障害者
自立生活支援センター　がお伝えします！

�

�

�

�

��������

��������

�
�

�
�

インフォメーションインフォメーション
ビナウォーク（ＶｉＮＡ　ＷＡＬＫ）
　海老名駅東口より直結
　ホームページ　http://www.vinawalk.com

各館の中心にある海老名中央公園

◆ご意見・ご感想はkikaku@knsyk.jpまでお寄せく
ださい。

相鉄線改札を出た正面エリア（写真左）。ここか
ら小田急線へ乗り換えるにはエスカレーターと
左手奥のエレベーター（写真右）が利用できる
ように。エレベーターは地上階、相鉄線改札
階、小田急線改札階の３ヶ所に止まる。

日常的な利用からレジャーまでＯＫ

　ビナウォークは１番館から６番館まである建
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今月の福祉資料室
BOOK

BOOK
「福祉資料室」をご利用下さい！
◆利用時間：月～金（第３金曜日、祝日、
年末年始等を除く）の９時～１７時

◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５
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★
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
医
療
・
介
護
経
営
（
田
中
滋

・
古
川
俊
治
編
集
、
医
学
書
院
）

★
権
利
擁
護
で
暮
ら
し
を
支
え
る
〜
地
域

を
つ
な
い
だ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｐ
Ａ
Ｓ
ネ

ッ
ト
編
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

★
貧
困
に
あ
え
ぐ
国
ニ
ッ
ポ
ン
と
貧
困
を

な
く
し
た
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン（
竹
崎
孜
著
、

あ
け
び
書
房
）

★
認
知
症
早
期
発
見
の
た
め
の
Ｃ
Ｄ
Ｒ
判

定
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
目
黒
謙
一
著
、
医
学

書
院
）

★
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
豊
か
に
す
る
住
宅
事
業
（
海

老
塚
良
吉
著
、
筒
井
書
房
）

★
は
じ
め
て
の
成
年
後
見
〜
後
見
人
の
心

得
お
教
え
し
ま
す（
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ

ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
編
著
、
日
本
加
除
出
版
）

★
認
知
症
な
ん
で
も
相
談
室
〜
認
知
症
の

人
へ
の
対
応
が
よ
く
わ
か
る
Ｑ
＆
Ａ
ブ
ッ

★
平
成　

年
神
奈
川
県
の
生
活
保
護

20

（
神
奈
川
県  
保
健
福
祉
部
生
活
援
護
課
）

★
学
ぶ
こ
だ
わ
り　

学
び
あ
う
体
験
学

習
を
育
む
た
め
に
〜
平
成　

・　

年
度

19

20

「
福
祉
教
育
推
進
事
業
」
報
告
書
（
神

奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会　

福
祉
教
育

地
域
推
進
委
員
会
）

★
事
業
概
要　

平
成　

年
版　

障
害
者

20

ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
横
浜
ラ
ポ
ー

ル
（
横
浜
市
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事

業
団
）

※
約
５
万
２
千
冊
が
検
索
で
き
る
蔵
書
検
索
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

http://w
w
w
.knsyk.jp/tosyo/

資

料

ク
（
三
宅
貴
夫
著
、
日
本
医
療
企
画
）

★
福
祉
職
場
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
エ

イ
デ
ル
研
究
所　

福
祉
経
営
支
援
部
編

著
、
エ
イ
デ
ル
研
究
所
）

図　
　
　
　

書
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県社協　地域福祉部
社会福祉施設・団体担当
経営相談員　浅野滋晴

私のおすすめの１冊私のおすすめの１冊

「病院の検査早分か
りブック～あなたの
健康状態を正しく
チェックする～」

鈴木弘文著

　あなたの健康を守るために、役立つ主な検査を器

官・症状別に分かれ、検査の目的と方法、正常値・

異常値の見分け方、さらに、その結果に基づいて考

えられる病気と治療法など、理解しやすく、まとめ

られています。

　検査を受ける前の心得から、

検査の受け方、さらには症状別

・病気と検査の解説がしてあり、

参考になる本だと思います。

　みなさんが検査を受けたら、

異常のあるなしにかかわらず、

医師から検査結果を教えてもら

い、今後の健康管理データとし

て状態を把握されるとよいと思

います。

１９８８年１１月刊
定価９６８円（税込）
大泉書店
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な
が
ら
、
地
域
の
サ
ロ
ン
情
報
、
医
療

機
関
な
ど
を
含
ん
だ
子
育
て
に
関
す
る

情
報
を
集
約
し
た
「
情
報
紙
」
と
「
子

育
て
マ
ッ
プ
」
を
発
行
す
る
な
ど
工
夫

を
凝
ら
し
、
地
区
内
の
サ
ロ
ン
会
場
、

発
行
協
力
先
、
行
政
出
張
所
な
ど
に
置

い
て
い
ま
す
。
サ
ロ
ン
の
参
加
者
か
ら

は
同
じ
立
場
に
あ
る
親
子
に
対
し
て
冊

子
が
行
き
届
く
よ
う
に
「
母
子
手
帳
を

配
布
す
る
時
と
合
わ
せ
て
、
一
緒
に
配

布
す
る
と
情
報
が
す
ぐ
手
元
に
届
く
の

で
は
な
い
か
」
と
配
布
方
法
に
つ
い
て

の
提
案
も
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　

連連載載
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
育
つ
た
め
に

子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
育
つ
た
め
に

〜
社
会
全
体
で
の
子
育
ち
・
子
育
て
支
援
に
む
け
て

　
　

〜
社
会
全
体
で
の
子
育
ち
・
子
育
て
支
援
に
む
け
て　
【
第
二
回
】

【
第
二
回
】

子
育
て
家
庭
が
地
域
で
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
め
る
た
め
に

〜
麻
溝
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
子
育
て
サ
ロ
ン
（
相
模
原
市
）

　

地
域
に
お
け
る
人
間
関
係
の
希
薄
化
か
ら
、
子
育
て
に
つ
い
て
不
安
や
悩
み
を

持
つ
家
庭
が
少
な
く
な
い
中
、
同
じ
地
域
住
民
と
し
て
子
育
て
家
庭
に
向
け
て
、

日
頃
か
ら
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
号
で
は
地
域
住
民
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
福
祉
関
係
団
体
な
ど
で
構
成
さ

れ
、
地
域
に
根
ざ
し
た
福
祉
活
動
を
展
開
し
て
い
る
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
子

育
て
サ
ロ
ン
の
取
り
組
み
か
ら
、
子
育
て
家
庭
を
支
え
る
た
め
に
期
待
さ
れ
る
住

民
の
役
割
を
考
え
ま
す
。

　

相
模
原
市
に
あ
る
麻
溝
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
（
以
下
、
地
区
社
協
）
で
は
、

子
ど
も
の
年
齢
層
に
応
じ
て
、
妊
娠
中

の
母
親
と
０
歳
の
子
ど
も
、
一
歳
か
ら

三
歳
、
未
就
学
の
子
ど
も
を
対
象
に
地

区
内
三
カ
所
で
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
平
成
二
十
年
度
の
子
育
て
サ
ロ

ン
の
参
加
者
は
延
べ
千
三
百
人
以
上
に

な
り
ま
す
。

　

地
区
社
協
副
会
長
で
あ
る
横
田
愛
子

さ
ん
は
、
月
に
一
度
自
宅
を
開
放
し
て

妊
娠
中
の
母
親
と
０
歳
の
子
ど
も
を
対

象
と
し
た
サ
ロ
ン「
空
と
ぶ
ク
レ
ヨ
ン
」

を
近
隣
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
民
生
委
員

児
童
委
員
な
ど
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
と
も

に
平
成
十
六
年
か
ら
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
の
サ
ロ
ン
で
は
参
加
費
を
取
ら

ず
、
親
子
同
士
の
触
れ
合
い
を
大
切
に

す
る
た
め
特
別
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
設
け

ず
、
開
催
中
は
出
入
り
を
自
由
に
す
る

こ
と
で
親
子
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

不
安
が
和
ら
ぐ
子
育
て
サ
ロ
ン

　

子
育
て
中
の
親
か
ら
は
、「
妊
娠
中

と
産
後
す
ぐ
は
同
じ
境
遇
の
友
人
が
で

き
に
く
く
、
近
隣
で
自
分
の
子
育
て
に

つ
い
て
相
談
で
き
る
人
が
少
な
い
。
ま

た
周
辺
地
域
の
保
育
園
や
幼
稚
園
、
小

児
科
の
あ
る
病
院
の
情
報
が
入
り
に
く

く
子
育
て
を
す
る
上
で
不
安
が
あ
る
」

と
の
声
も
聞
か
れ
、
子
育
て
を
す
る
環

境
に
対
し
て
不
安
感
を
抱
き
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
、
横
田

さ
ん
は
「
サ
ロ
ン
は
親
同
士
が
出
会
う

き
っ
か
け
と
な
る
場
と
な
り
ま
す
。
仲

良
く
な
る
と
親
同
士
の
付
き
合
い
が
自

然
と
始
ま
り
、
日
頃
か
ら
お
互
い
を
気

に
か
け
る
関
係
へ
と
な
る
よ
う
で
す
。

子
育
て
に
対
す
る
悩
み
は
大
き
く
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
情
報
を
手
に
入

れ
や
す
い
が
、
そ
れ
が
ど
こ
ま
で
信
用

で
き
る
も
の
な
の
か
、
親
に
と
っ
て
わ

か
ら
な
い
の
が
実
情
で
す
。
参
加
者
か

ら
出
る
情
報
は
経
験
か
ら
の
生
の
声
な

の
で
、
親
同
士
の
参
考
に
し
や
す
く
、

悩
ん
で
い
た
こ
と
も
解
消
さ
れ
る
た

め
、
サ
ロ
ン
に
参
加
す
る
こ
と
で
子
育

て
中
の
息
抜
き
に
な
り
ま
す
」
と
話
し

ま
す
。

地
域
の
情
報
が
行
き
届
く
よ
う
に

　

サ
ロ
ン
が
子
育
て
家
庭
に
と
っ
て
仲

間
づ
く
り
の
機
会
や
安
心
し
た
情
報
が

収
集
で
き
る
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
、
親
同
士
の
つ
な
が
り
か
ら
口
コ
ミ

で
広
が
り
、
友
人
か
ら
誘
わ
れ
て
初
め

て
サ
ロ
ン
に
来
る
親
子
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　

地
域
の
情
報
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
地
区
社
協
で
は
保
育
園
、
幼
稚

園
、
市
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得

地区社協で作成した子育てマップ
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こ
の
取
り
組
み
か
ら
、
地
域
で
安
心

で
き
る
場
所
が
あ
る
こ
と
で
、
子
育
て

へ
の
不
安
が
緩
和
さ
れ
る
効
果
が
あ

り
、
親
の
身
近
な
相
談
役
と
し
て
住
民

が
精
神
的
に
支
え
て
い
る
様
子
が
う
か

が
え
ま
す
。
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
む

こ
と
が
で
き
る
地
域
へ
と
な
る
た
め

に
、
子
育
て
家
庭
を
精
神
的
に
支
え
る

地
域
住
民
に
は
身
近
な
場
面
で
、
身
近

な
存
在
と
し
て
役
割
が
期
待
さ
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

次
号
で
は
、
子
育
て
中
の
親
同
士
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
な
が
ら
子
育
て

家
庭
を
支
え
る
活
動
を
取
り
上
げ
ま
す
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

で
子
ど
も
と
関
わ
り
ま
す
。　
　
　
　

　
　

サ
ロ
ン
を
展
開
し
て
い
く
上
で

「
担
い
手
と
な
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
発
掘

が
難
し
い
で
す
。
子
育
て
に
落
ち
着
く

と
仕
事
に
就
く
傾
向
が
あ
り
、
担
い
手

に
な
り
に
く
い
で
す
が
、
サ
ロ
ン
に
来

て
く
れ
て
い
る
親
た
ち
が
、
こ
れ
か
ら

の
担
い
手
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

横
田
さ
ん
は
子
育
て
家
庭
へ
の
期
待
を

寄
せ
な
が
ら
、「
親
が
歩
い
て
行
け
る

範
囲
に
サ
ロ
ン
を
展
開
し
て
い
き
た

い
」
と
各
自
治
会
単
位
の
サ
ロ
ン
設
置

の
展
望
を
話
し
、
地
域
で
展
開
す
る
必

要
性
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
　

◇　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇

い
る
だ
け
で
す
が
、
集
ま
っ
た
親
た
ち

は
自
然
と
子
ど
も
の
成
長
に
対
し
て

雑
談
が
始
ま
り
ま
す
。
話
題
の
中
で

子
育
て
に
対
し
て
の
疑
問
点
が
出
た

時
、
サ
ロ
ン
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
含
め
て

子
ど
も
の
成
長
に
関
す
る
専
門
的
な

知
識
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
子
育
て
経
験

者
で
あ
る
一
人
の
親
と
し
て
ち
ょ
っ

と
し
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
ま
す
。」

と
話
し
ま
す
。
子
育
て
サ
ロ
ン
で
は
、

住
民
は
地
域
の
身
近
な
相
談
役
と
し

て
親
子
に
気
軽
に
関
わ
り
、
参
加
者
と

サ
ポ
ー
タ
ー
が
子
ど
も
の
成
長
を
確

認
し
合
え
る
環
境
が
で
き
る
た
め
、
親

も
ゆ
と
り
が
で
き
安
心
し
た
気
持
ち

住
民
の
立
場
で
で
き
る
こ
と
を

　

同
じ
住
民
と
し
て
で
き
る
こ
と
に
つ

い
て
横
田
さ
ん
は
「
場
所
を
提
供
し
て
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　横須賀市上町の商店街の中で不登校の子ど

もたちとひきこもりの若者たちが集まる居場

所を運営しています。

　県と市より空き店舗対策の助成金を受け、商

店街が借り上げる形で本法人は立ち上がりま

した。前身は不登校の親の会でしたが、活動

が活発になるにつれ、子どもたちが常時集ま

ることの出来る場所を望むようになりました。

　親の中に商店街（上町商盛会）と繋がりの

ある方がおり、交渉の末、上記のような形を

とることが出来たのです。

　不登校やひきこもりを経験した人が、人の

集まる商店街での社会参加を目指す、という

目的は一見相容れないものと思われるかもし

れません。

　しかし、人が集まる中でこその社会参加で

はないでしょうか。商店街には若者がとても

少なく、後継者不足も言われて久しくなりま

す。その中で、本法人に集まる人たちが商店

街活動に従事し、日々を過ごすことは商店街

にとっても若い新鮮な空気を入れます。

　商店の人たちもつかず離れず見守ってくれ

ています。接客のプロが集まっていますか

ら、彼らと接することは実はいとも簡単なこ

となのです。

　ゆるやかに流れる時間の中、ゆるやかな社

会参加のあり方を今後も模索していくつもり

です。

198
ひと・ネットワーク
ひと・ネットワーク

商店街と共に歩む
―若者と子どもたちの居場所―

ＮＰＯ法人
アンガージュマン・よこすか
事務局長　島田徳隆
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県社協　
　の

　　　ひろば

地
域
福
祉
（
と
も
し
び
）
推
進
助
成
金
は
、
―
ソ
ー
シ
ャ

ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
﹇
と
も
に
生
き
る
﹈
社
会
―
の

実
現
に
向
け
た
実
践
活
動
を
応
援
し
ま
す

と
も
し
び
運
動
の
輪
は
、
寄
附
者
の
皆
様
に
支
え
ら
れ　

年
３３

気
づ
い
た
こ
と
に
対
し
て
行
動
し
、

発
信
す
る
〜
当
事
者
活
動
を
応
援 

（
と
も
し
び
運
動「
新
行
動
指
針
３
」よ
り
）

　
「
若
年
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ど
ん
ど
ん
」

（
川
崎
市
）
は
、
若
年
性
認
知
症
を
抱

え
た
当
事
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗

り
越
え
、「
人
生
を
大
切
に
、
自
分
ら
し

く
、
イ
キ
イ
キ
と
生
き
る
こ
と
」
を
テ

ー
マ
に
、
ど
ん
ど
ん
仲
間
に
な
っ
て
、

ど
ん
ど
ん
楽
し
も
う
と
、
当
事
者
と
家

族
と
サ
ポ
ー
タ
ー
の
三
者
で
構
成
さ
れ

た
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
「
若
年
性
認
知
症
」
は
、
働
き
盛
り
に

突
然
発
症
し
、
仕
事
の
手
順
が
分
ら
な

く
な
っ
た
り
、
長
年
や
っ
て
き
た
家
事

が
出
来
な
く
な
る
な
ど
、
今
ま
で
の
活

躍
の
場
が
断
た
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
と
障
害
者
福
祉
の
狭
間

に
あ
っ
て
、「
若
年
性
認
知
症
を
対
象

と
し
た
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
が
少
な
い
中
、

　

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
子
ど

も
も
高
齢
者
も
、
国
籍
が
違
っ
て
も

「
と
も
に
生
き
る
」社
会
の
実
現
に
む
け

て
、「
と
も
し
び
運
動
」は
世
代
を
越
え
、

実
践
活
動
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
を
三
十
年
以
上
に
渡
り
、

支
え
、
常
に
そ
の
成
長
を
見
守
っ
て
く

だ
さ
る
の
が
、
と
も
し
び
基
金
等
へ
の

寄
附
者
の
皆
様
の
暖
か
い
心
や
励
ま
し

で
す
。

　

平
成
二
十
年
度
は
こ
の
基
金
果
実

（
利
息
）と
一
般
寄
附
金
に
よ
り
の
べ
七

十
五
団
体
の
事
業
に
助
成
し
ま
し
た
。

　

助
成
グ
ル
ー
プ
の
活
動
背
景
や
事
業

内
容
は
地
域
福
祉
の
多
様
化
に
伴
い
、

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。（
表
１
参
照
）

当
事
者
が
安
心
し
て
楽
し
め
て
、
家
族
も

息
抜
き
や
充
電
が
で
き
る
場
づ
く
り
を

手
弁
当
で
お
こ
な
っ
て
き
た
」（
サ
ポ
ー

タ
ー
で
あ
り
代
表
の
中
川
和
子
さ
ん
）。

　

活
動
場
所
は
公
共
施
設
を
そ
の
都
度

借
り
上
げ
、
男
の
料
理
教
室
、
健
康
体

操
や
卓
球
、
ボ
ー
リ
ン
グ
、
カ
ラ
オ
ケ

な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
サ
ロ
ン

活
動
と
し
て
実
施
し
、
同
じ
日
に
家
族

会
や
認
知
症
支
援
専
門
職
に
よ
る
介
護

相
談
な
ど
適
宜
、
参
加
者
の
関
心
に
あ

わ
せ
た
集
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
と
も
し
び
助
成
金
を
受
け
た
こ
と

で
、
認
知
症
支
援
専
門
職
に
よ
る
相
談

が
定
例
化
し
、
毎
月
の
サ
ロ
ン
事
業
が

安
定
し
た
」
こ
と
、
ま
た
「
グ
ル
ー
プ

運
営
や
自
主
財
源
の
確
保
な
ど
、
新
し

い
活
動
企
画
に
対
す
る
視
野
が
広
が

り
、
何
よ
り
当
事
者
本
人
が
意
欲
的
に

な
っ
た
」
な
ど
の
成
果
が
見
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

新
た
な
メ
ン
バ
ー
や
サ
ポ
ー
タ
ー
も

増
え
、
新
規
メ
ン
バ
ー
や
家
族
へ
の
支

援
活
動
な
ど
に
よ
り
一
層
積
極
的
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
り
、「
サ
ポ
ー
タ
ー

が
当
事
者
を
支
え
る
」
か
ら
、「
本
人
・

家
族
・
サ
ポ
ー
タ
ー
が
と
も
に
」
育
て

る
『
ど
ん
ど
ん
』
へ
変
化
し
て
い
き
ま

す
。

　

本
会
で
は
、
こ
の
よ
う
に
、
現
在
は

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
な
い
、
或
い

は
今
後
生
じ
る
で
あ
ろ
う
地
域
の
新
し

い
課
題
に
光
を
あ
て
、
県
民
が
主
体
的

に
取
り
組
む
地
域
福
祉
活
動
や
草
の
根

活
動
を
積
極
的
に
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

（
と
も
し
び
運
動
推
進
担
当
）

サロン活動「手打ちうどんづくり！」に挑戦

２１年度助成金募集中です

助成金の内容・面接予約
０４５－３１２－１１２１（内３２０１）

１６万円以上

（限度額あり）

７月、１０月末

まで

１５万円以下

１２月までの毎

月（随時申請

受付）

件　数区　　分

１２先駆的モデ
ル事業

３１当事者活動

３２広域的活動

７５合　計

詳しい内容は
本会ホームページ
http://www.knsyk.jp

（表１）
平成２０年度
区分別助成件数
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あ

なた
の情報発

信のおてつだい

あ

なた
の情報発

信のおてつだい

デザイン・印刷・ホームページ制作�

平
成　

年
度
経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査

21

協
力
の
お
願
い

　

わ
が
国
に
お
け
る
事
業
所
及
び
企
業
の

活
動
の
状
態
を
調
査
し
、
各
種
統
計
調
査

を
効
率
的
か
つ
正
確
に
実
施
す
る
た
め
の

基
礎
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
し
ま
す
。

◇
調
査
の
時
期
＝
平
成　

年
７
月
１
日
現

２１

在
で
行
わ
れ
ま
す
。

◇
調
査
の
範
囲
＝
全
国
す
べ
て
の
事
業
所

及
び
企
業
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◇
調
査
・
回
答
の
方
法
＝
６
月
か
ら
調
査

員
が
お
伺
い
し
て
直
接
調
査
票
を
配
布
・

回
収
す
る
方
法
を
基
本
と
し
ま
す
が
、
一

部
に
つ
い
て
は
総
務
省
、
都
道
府
県
も
し

く
は
市
区
町
村
か
ら
郵
送
等
に
よ
り
調
査

票
を
配
布
・
回
収
す
る
方
法
で
行
い
ま
す
。

◇
問
合
せ
＝
神
奈
川
県
総
務
部
統
計
課

�　

－

　

－

３
２
３
３

０４５

２１０

丸
紅
基
金
・
社
会
福
祉
助
成
金
の
募
集

　

社
会
福
祉
法
人
丸
紅
基
金
で
は
、
わ
が

国
の
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

に
全
国
の
社
会
福
祉
活
動
に
従
事
す
る
施

設
・
団
体
に
対
す
る
助
成
を
行
い
ま
す
。

◇
締
切
＝
平
成　

年
６
月　

日
ま
で

２１

３０

◇
問
合
せ
＝
丸
紅
基
金
事
務
局

�　

－

５
４
４
６－

２
４
７
４

０３
募
集
要
項
及
び
、
申
込
関
係
書
類
等
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

h
ttp
:/
/
w
w
w
.m
a
ru
b
e
n
i.co
.jp
/
k
i

k
in
/

第
３
回
「
よ
み
う
り
子
育
て
応
援
団
大
賞
」

応
募
者
を
募
集

　

子
育
て
支
援
の
優
れ
た
団
体
・
グ
ル
ー

プ
を
表
彰
し
、
発
足
し
た
ば
か
り
の
グ
ル

ー
プ
も
応
援
し
ま
す
。
受
賞
団
体
に
は

「
よ
み
う
り
子
育
て
応
援
団
」
の
メ
ン
バ

ー
で
あ
る
専
門
家
や
文
化
人
、
タ
レ
ン
ト

の
方
々
が
活
動
や
運
営
に
協
力
し
ま
す
。

◇
対
象
＝
「
子
育
て
サ
ー
ク
ル
」「
男
性
の

育
児
参
加
」
等
、
子
ど
も
や
親
を
対
象
に

し
た
支
援
活
動
を
行
う
民
間
の
グ
ル
ー
プ

や
団
体
。
活
動
年
数
や
人
数
は
問
い
ま
せ

ん
。

◇
応
募
＝
応
募
用
紙
に
活
動
歴
や
テ
ー

マ
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
み
た
い
企
画
な
ど

を
具
体
的
に
記
入
。

◇
締
切
＝
平
成　

年
６
月　

日
必
着
。
９

２１

１０

月
末
に
受
賞
団
体
を
決
定
。

◇
表
彰
＝
大
賞
（
賞
金
２
０
０
万
円
）
１

団
体
、
奨
励
賞
（
同
１
０
０
万
円
）
２
団

体
を
選
考
。
そ
の
ほ
か
、
受
賞
団
体
の
活

動
や
運
営
を
応
援
団
メ
ン
バ
ー
が
支
援
。

◇
問
合
せ
＝
読
売
新
聞
大
阪
本
社
「
よ
み

う
り
子
育
て
応
援
団
大
賞
」
事
務
局

�　

－

６
８
８
１－

７
３
８
９

０６
申
込
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

h
ttp
:/
/
o
sa
k
a
.y
o
m
iu
ri.co
.jp
/
o
u
e

n
d
an
/

寄
附
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
一
般
寄
附
金
】
▽
脇
隆
志
【
交
通
遺
児

援
護
基
金
】
▽
社
団
法
人
神
奈
川
県
指
定

自
動
車
教
習
所
協
会
【
と
も
し
び
基
金
】

▽
熊
沢
電
気（
株
）▽
県
立
茅
ヶ
崎
養
護
学

校
▽
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
保
健
福
祉
大
学

▽
中
村
浴
場
▽
富
士
シ
テ
ィ
オ（
株
）Ｆ
Ｕ

Ｊ
Ｉ
三
崎
店
▽（
株
）マ
ル
エ
ツ
▽
丸
子
温

泉
▽
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
ニ
コ
ス（
株
）横
浜
支
店

（
計　

二
、
三
一
八
、
四
〇
五
円
）

【
寄
附
物
品
】
▽
大
塚
隆
事
務
所
▽
神
奈

川
県
定
年
問
題
研
究
会
▽
財
団
法
人
大
妻

コ
タ
カ
記
念
会
神
奈
川
支
部
▽
フ
ァ
ミ
リ

ー
マ
ー
ト
大
磯
店
▽
高
島
幸
二
郎  （
敬
称
略
）

去る４月２４日、本会林会長にともしび基金への目録
を手渡す、㈱マルエツの伊香賀執行役員（写真右）

　「障害者等ＩＴサロン」は

5月より、かながわ県民セ

ンター 14階から13階に移

転し、かながわともしびセ

ンター「福祉用具（自助具）

・情報コーナー」の一部と

してリニューアルオープン

いたしました。

　自助具工房、福祉ビデオ

貸出、ともしび運動紹介の

各コーナーと併せて是非ご

活用ください。

かながわともしびセンター

リニューアルの
お知らせ
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知的障害者通所授産施設（平塚市）

発
行
日　

２
０
０
９
年（
平
成　

年
）５
月　

日　

毎
月
１
回　

日
発
行　
　

発
行
所　

〒　

－
０
８
４
４　

横
浜
市
神
奈
川
区
沢
渡
４
番
地
の
２

２１

１５

１５

２２１

社
会
福
祉
法
人　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会　

T
E
L　

－

　

－

１
４
２
３　

F
A
X　

－

　

－
６
３
０
２　
　

編
集
発
行
人　

米
倉
孝
治　
　

印
刷
所　

株
式
会
社　

神
奈
川
機
関
紙
印
刷
所

０４５

３１１

０４５

３１２

「
パ
ソ
コ
ン
ひ
ろ
ば
大
和
」（
大
和
市
）が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

　

四
月
十
一
日
に
県
内
五
カ
所
目
の
Ｉ

Ｔ
利
活
用
地
域
拠
点
（
県
央
地
区
）
と

し
て「
パ
ソ
コ
ン
ひ
ろ
ば
大
和（
以
下：

ひ
ろ
ば
）」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ひ
ろ
ば
は
、
社
会
福
祉
法
人
す

ず
ら
ん
の
会
が
運
営
す
る
「
大
和
市
障

害
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
和
市
設

置
）」
が
会
場
を
提
供
し
、
市
の
と
も
し

び
運
動
推
進
組
織
で
あ
る
「
大
和
市
福

祉
推
進
委
員

会
」
が
地
域

の
事
務
局
機

能
を
担
う
ほ

か
、
大
和
市

を
中
心
に
活

動
す
る
パ
ソ

コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
通
称：

パ
ソ
ボ

ラ
）
グ
ル
ー
プ
「
パ
ソ
コ
ン
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
シ
ス
ト　

ピ
コ
ピ
コ

（
以
下：

ピ
コ
ピ
コ
）」が
障
害
当
事
者

の
Ｉ
Ｔ
利
活
用
の
支
援
を
担
当
す
る
な

ど
、
地
域
の
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特

の
よ
う
に
連
携
し
て
活
動
の
輪
を
広
げ

て
い
き
た
い
」
と
そ
の
決
意
を
話
し
ま

す
。

　

開
所
式
に
は
障
害
当
事
者
を
は
じ
め

と
し
た
地
域
の
住
民
や
地
区
社
協
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
の
関
係
者
な
ど
が

参
加
し
、
今
後
の
ひ
ろ
ば
の
活
動
に
期

待
が
高
ま
り
ま
す
。

と
も
し
び
運
動
「
新
行
動
指
針
」

の
具
現
化
の
カ
タ
チ

　

と
も
し
び
運
動
は
、
だ
れ
も
が
主
役

に
な
り
、
多
様
な
人
と
の
つ
な
が
り
を

再
構
築
し
、
と
も
に
生
き
る
社
会
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

　
「
ひ
ろ
ば
」
は
そ
う
し
た
、
一
人
ひ
と

り
の
関
心
や
能
力
に
応
じ
て
、
参
加
・

行
動
で
き
る
環
境
を
社
会
的
に
整
え

る
、
地
域
拠
点
と
し
て
、
今
後
ま
す
ま

す
期
待
さ
れ
ま
す
。
本
会
と
し
て
も

「
新
行
動
指
針
」
の
具
現
化
に
向
け
て

ひ
ろ
ば
へ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。　

（
と
も
し
び
運
動
推
進
担
当
）

長
を
生
か
し
た
役
割
分
担
で
運
営
を
行

い
ま
す
。

他
の
人
や
グ
ル
ー
プ
・
団
体
と
つ

な
が
る
、
つ
な
げ
る 

（
と
も
し
び
運
動「
新
行
動
指
針
４
」よ
り
）

　

障
害
の
あ
る
人
に
と
っ
て
Ｉ
Ｔ
利
活

用
に
欠
か
せ
な
い
要
素
が
、
障
害
の
状

態
に
応
じ
た
支
援
機
器
が
用
意
さ
れ
て

い
る
こ
と
、ま
た
Ｉ
Ｔ
操
作
を
行
う
本
人

に
寄
り
添
い

支
援
す
る
人

＝
パ
ソ
ボ
ラ

の
存
在
で

す
。

　

そ
う
し
た

活
動
を
大
和

市
内
の
知
的

障
害
者
施
設
を
中
心
に
パ
ソ
ボ
ラ
活
動

を
実
施
し
て
き
た
ピ
コ
ピ
コ
の
代
表
の

渡
辺
さ
ん
は
、「
私
た
ち
の
夢
の
一
つ

が
実
現
し
た
。
係
わ
る
関
係
者
が
家
族

パ
ソ
コ
ン
ひ
ろ
ば
大
和

毎
週
土
曜
日
（
第
二
は
休
み
）　

時　

分
〜　

１３

３０

１５

時　

分
（
二
部
制：

要
予
約
）

２０
※
月
〜
金
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

問
合
せ
・
参
加
申
込：
�
０
４
６－

２
６
５－

５
１
９
８　

大
和
市
障
害
者
自
立
支
援
セ
ン
タ

ー
ま
で

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
誰
も
が
と
も
に
生
き
る
社
会
に

参
加
す
る
し
く
み
（
地
域
の
拠
点
）
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

障害のある人のためのさまざま
な入力支援機能がある

開所式で挨拶する天野大
和市福祉推進委員会長
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